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1．　 は じめに

　成人 が第
一’
．言語の 環境下で 牛活す る こ とに な っ た と して 、第二 言語の 習得が進ま

ない こ とはあ っ て も 、 第二 言語 の 学習に よ っ て 第
一

言語 、 すなわ ち母語が後退する

とは 考え られ ない 。 とこ ろが、母語 が形成過程 に ある子 ど もの場 合、第二 言語 の 環

境下に 入 る こ とに よ っ て母 語が 伸長 しな くな る 、 あるい は 喪失す る危険性す らある

こ とが 1970 年代 に明 らかに な っ た
1
。母 語が未発達の 子 どもに とっ て 第二 言語 の 習

得は必 ず しも明 るい 未 来 を約 束す る ばか りで は ない の で あ る。

2 ．　 研 究の 背景

　 「し きい 理 論」 （Cummins 　1978＞で は、バ イ リン ガル の レ ベ ル を 2 つ の し きい

で 3 つ の 段 階に 分け、子 どもの 認 知 面 とバ イ リン ガ リズ ム の 関係 を説 明 して い る

（図 1）。 子 どもの 両言 語の 言語能 力が 2 つ の しきい の うちの 高い 方 （図 ］ の 「第 2

の しきい 」）を こ え る と 、 子 どもは バ イ リン ガ リズ ム に よ っ て認知的 に恩恵を受ける

こ とがで きる。 しか し、同年代 の 了 ども と比 べ て両言語 に おい て 言語能 力が不十分

で 低い 方 の しきい （図 1 の 「第 1の しきい 1）に 達 しない 場合、バ イ リン ガ リズ ム に

よ っ て認 知 的に マ イナ ス の 影響を受ける とい う。
こ の 認知的に マ イナ ス の 影響を受

けて い る子 どもが
一
ダブル リミテ ッ ド／

一
時的セ ミ リン ガル 現象」 の状態にある と

考え られ る。バ イ リン ガ リズ ム の 環境下に ある子 どもの 言語 の 発達を必ず しも楽観

で きない の は 、母語 を喪失す る 恐れ が ある だけで なく 、 第二 言語の 発達の 面 で も 「第

1 の しきい 」 を こ えるこ とが で きない とい う 「ダブル リミテ ソ ド／
一

時的セ ミ リン

ガル 現象」 の 状態に 陥る危険性が ある か らで あ る
2

。 そ して 、も し、こ の よ うな 「ダ
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ブル リミテ ソ ド／
一
時的セ ミ リン ガル 現象」 の 状態 に陥 っ て しまっ た場合、子 ども

が就学後に様 々 な困難に遭 うこ とが推測され 、 特 に研 究の 進展 が 求め られ る問題 で

ある と言 える。

図 1 しきい 理論

　 （Cummins 　1978 の 理 論を図示 したべ 一
カ
ー 1996 ：165 の 図をもとに作成）

　 しか し 、 国内の 子 どもを対象に 、
「ダブ ル リミテ ッ ド／

一
時的セ ミ リン ガル 現象」

に焦点を絞 っ た研 究は これ ま で 見 られず、い くつ か の 調査研究の
一

部で こ の よ うな

子 ど もた ちに言 及 してい る例 を見 るの み で ある 。 例えば、 口本在住の ポル トガル 母

語の 小 ・中学生 を対象に 二 言語の 会話力調査 を行 っ た中島 ＆ ヌ ナ ス （2001 ）　で

は 、 口本で継承語教育が確 立 され ない 中 、 母語 で の 就学経験 が な く母語読解力 を獲

得す るチ ャ ン ス がな い まま成長 し、 日本語会話力 にお い て も学習言語の 領域まで到

達で きない 子 どもた ちの 存在 に言及 し て い る。また、 日本在住 の 中国語母語 の 小 ・

中学生を対象に二 言語 の 作文力 （会話力）を調査 した河野 （2004）　 と穆 （2005）

にお い て も、年齢が低い 時期 に入 国した子 どもで 口中両言語 の 発 達にお い て伸び 悩

んで い るケー
ス が見 られ る として い る。 これ らの 調査研究の 結果に 共通するの は 、

入 国年齢が 低 く母語 で の 就学経験の ない 子 どもは、入 国年齢が高 く母語で の 就学経

験がある子 どもよ り母語喪失の 危険性が高く、同時 に第二 言語 の 発達 の 面で も不利
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になるこ とが あ りうるとい うこ とで あ る Ct これ らの結果か ら、母語 が未発 達の 年齢

で 入 国 した こ とと、
「
ダブル リミテ ッ ド／

一
時的セ ミ リン ガル 現象」とに何 らか の 関

係が ある の で は ない か と考えられ る。

3 ．　 研 究 目的

　前章に て 、「ダブル リ ミテ ソ ド／
一

時的セ ミ リン ガル 現象」の 例 と推定され る子 ど

もに言及 して い るい くつ か の 調査研 究 に触れ たが、これ らはい ずれ も横断的調査で

ある 。 横断的研究は 子 どもたちの 言 語発達の 全体像 を捉 える こ とがで きるが、
一

方

で 、成長過程に ある子 どもの 言語発達の
一

時点 し か 捉える こ とがで きな い とい う限

界が ある 。 よっ て 、発達段階に あ る子 どもの 言語 能力の 成長や 衰退 な どの 変化を詳

細に捉え るた め に 、 縦断 的研究も行われ るべ きで あ る 。

　そ こで 、本稿で は 、 4 年 半の 日本語指導 の 記録 をも とに、あ る入 国年齢 が低 い 子

ども （＝

一
幼少期入国児童」）A の 日本語 の カ と学習の 実態につ い て縦 断的 な記述 を

試み る。 さらに 、目本語 だけで な く母語 の 実態 も把握する ため 、母語 の 口頭能力テ

ス トと家庭の 言語環境調査 の 結果 も踏まえて 、その 子 どもが
‘
ダブル リミテ ッ ド／

一
時的セ ミ リ ン ガ ル 現象」 の

一
例 に相 当す るか どうか検討する tt

　なお 、本稿 は 1 人 の 子 どもを対象 とする もの で 、
一

般化 を 目指す もの で はな い
。

しか し、 1 人の 子 ども の 縦 断的なデータを詳 し く追 うこ とは 、学校や地域で の 学習

支援の あ り方や 家庭へ の働 きか け につ い て示峻を得 るた めに非常に重要で ある と考

える 。 なぜ な ら、子 どもの 入 国年齢や滞在月数を変えるこ とはで きない が、子 ども

に対する学校や 地域、 そ して家庭で の 様 々 な支援は、人の 意志や努力に よっ て 変え

られる もの で あるか らで ある tt

4 ．　 子 どもの プ ロ フ ィ
ー

ル と日本語指導の 概要

　実態の 記述に入 る前に、こ こで 、 A の プ ロ フ ィ
ー

ル や 目本語指導の 概要 な どにつ

い て 触れ る ，

4．1A の プ ロ フ ィ
ー

ル

　 ・男児、 1995 年生 まれ 、現在 （2007 年 1 月）11 歳、小学 5 年
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’
の θ本語 指導 　言 語 テス ト、言 語 環鐶調蛮から

一
ノ 滑ノ〃．頭理テ

：

・口本政府が難民受け入れ を認 めてい るイ ン ドシ ナ 3 国の 中の 1 国出身 （家族

全員が同国人）

・2000 年 5A （満 5歳にな る直前）難民 の 家族 として入 国

・約 1年 自宅近 くの 公立保育園に通 っ た後、2002 年 4 月公 立小 学校に入学

・同居 して い る家族は父 、 母 、 姉 （高校 1 年、
18 歳）、 妹 （3 歳）

なお、家庭の 言語 環境につ い ては、第 6 章にて詳 しく触れ る

42 　 日本語指導の 形態

　就学に あた り保護者か ら 「A の 日本語が心配 だ」 とい う相談があ り、 小 1 の 5 月

か ら教育委員会派遣の非常勤の 日本語講師 （職名 は 日本語 指導協力者）で ある筆者

に よる 日本語 指導が始 ま っ た 。 筆者は当時 A の 姉の 日本語指導 も担当して い た。当

初か ら母語 を使用せ ず 日本語 の みで 対応 した 3
。

一
対

一
の 個別指導 （取 り出 し授業）

を基本 に、小 3 の 2 学期か らは適宜 「入 り込み授業」 も加え、現在 （2007 年 1 月）

も継続 して い る。

4．3 　日本語指導の 時間数 （小 1 〜小 5 ）

　就学 当初、週 1 日各 1時 間で ス ター トしたが、小 1の 11 月以降週 2 日各 1 時間

とな っ た 。 そ の 後 、 小 2 進級時に週 2 日各 2 時間に増え
4
、現在まで その 時間数が

続 い てい る。A の 学習の 遅れ が心 配 され たため 、筆者を含む 学校側 と教育委員会が

協議の 上 、こ れ まで 2 回、時間数が増や された 。

5 ．　 学習の 実態一一4 年半の 日本語 指導か ら

　第 5 章で は 、 これ まで の 学習の 実態
5
を 、 第 1期 ： 様 々 な読み書き練習 （小 1 〜

小 2 の 9 月）、第 H 期 ：教科学習の 開始 （小 2 の 10 月〜小 3 の 終わ り）、 第皿 期 ：

現在の 学ぶ力 （小 4 〜 小 5 の 10月）の よ うに大 き く 3 つ の 時期に分けて記述す る。

5。1 第 1期 ： 様 々 な読み書き練習 （小 1 〜 小 2 の 9月 ）

5．1．1 就学当初の A の様子

　A が居住する 自治体で は 、 就学に当た り何 らか の か たちで 母語や 日木語 の レ ベ ル
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をテ ス トする制度は ない た め、A の 就学 当初の こ とばの 力を示す客観的な指標は残

っ て い ない
。 筆者が書い た 日本語指導 の 当時の 記録による と 、

A の こ とばの 状態に

つ い て次の よ うに記 して あ る。まず、A が姉 と一
緒に い る時に母語 で 発話 した とい

う記録 は見 られず 、 次に 口本語 の 話すカに つ い て は 、 口本語 の 誤用 が 目立 っ た とい

う記録 もない 。 冂本語 で こ とばの や り取 りがで きて い た が、就学 した ばか りで まだ

幼児 さが 目立 ち、落ち着い て 勉強が で きない
、 とい う状態 で あ っ た とい うこ とが記

され て い る 。

　
一

方、小 1 の クラス 担任の 就学当初の 所見は 、生活面 で は友だち との トラブル や

逸脱的行 動は特 にな く 、 日本語の 指示 に従 っ て い るが、学習面 につ い て は数字以外

の 文字が全 く分か らない
、 授業中挙手す る の だが 当て て み る と答 え られ ず 口ご もっ

て しま う、 とい うこ とだっ た。保育園に約 1年間通 っ て い た こ ともあ り集団生活に

大きな問題は なか っ た の だが、学習面 で は就学 当初か ら心配 な様子 を見せ て い た と

言 え る。

　数字だ けは ク ラス で習 っ て す ぐ覚え られ た もの の 、平仮名の読み書 きがで きない

状態で は 、 算数 の 単純な計算問題以外に ク ラ ス で 参加で きる学習活動は少な く、必

然的に授業 中 「ポー
ッ と して い る」 こ とが多 くなる。その た め 、 日本語 指導の 当初

の 目的は文字の 読み書きを覚えて ク ラ ス で の 学習に 参加で きるよ うになるこ ととな

り、様 々 な読み書きの 練習に取 り組 んだ 。

5．1．2　平仮名の 練習

　平仮名の 練習で は 、外国人児童向けの 教材や 教具の 他、手製の 文宇カ
ー

ドなどを

使用 し
、 主に名詞の 単語で 練習 した。当初は、文字カー ドを提示 して A に発音 させ 、

い っ たんその 文字を読め る よ うに なる の だが、他の 活動をは さんで何分か後に再度

同 じ文字カー ドを提示す ると、 さっ き読めたの に もう分か らなくなっ て しま う、 と

い うこ との 繰 り返 しだっ た 。

表 1 小 1 の 1 年間 の 平仮名 清音の 習得の 様子

指潮 融部魏 002 年 5 月 度導入 した平仮名を何分力緩 に角左遅示すると覚えn 、ない 伏態

夏休釈 こ入る前 動 DO2年7刀 物と文 詳と発 自が一致したの は 「て （勃 」 と 「め （目）」 の 2字の み

冬休釈 フ 丶る前／2002年 12月 「と」 「ぬ」 除釦 「ん」以外、ほほ安定して読めるようになる

ユ年修 1¶寺／2〔鵬 年 3月 清音だけの 語 「し蜘 「にわとり」などが単語単位で読めるよ うになる

一 54 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

　 　 　 　 　 　 　 　ある幼少鰍 国児量 を対彖 どずる縦断的事例研究
一4年 半 の θ本 語 指 導 　言 語 テ ス ト、言語 環 境調 査か ら

一
！滑ノ〃，靆 子

　表 1 は小 1 の 1年間の 平仮名清音の 習得の様子で ある 。 通常国語科で は 、 小 1の

夏休み前に平仮名の 学習を終え 、 夏休み に平仮名で 絵 口記程度の 作文 が書け るよ う

にな るこ とを 目指す 。 しか し、表 1 にあ るよ うに A が夏休み前に習得で きたの は 「て

（手）」 と 「め 個 ）」 の 2 文字に止 ま り、その 標準か ら大 きく遅れて い た こ とがわ

か る。
しか し、読み書き練習を継続す る うち に、非常にゆっ く りで はあ るが 、 少 し

ず つ 平仮名 を習得 して い っ た こ とは確かで あ る
6
。

5．1．3 語彙の 少な さ

　語彙の 少 な さも A の 弱点の
．

っ で ある 。 例 えば、『くもん ひ らが なカ
ー

ド』の 付

録 『こ とばの えほん』に載 っ て い る平仮名表記の 単語 につ い て 、次 の よ うな記録が

ある。

　 ・小 1 の 1月 、 分か らなか っ た語

　　あひ る／お たま じゃ くし／きしゃ／せ ん ぬ き／かぶ とむ し／たい よ う／

　　つ ばめ／み つ ばち／て るて るぼ うず／な し （梨）／は くちょ う／ぬい ぐるみ／

　　む ぎわ らぼ うし／めだまや き／もぐ ら／ もくば （木馬）／ひ よ こ

　 ・小 2 の 5 月、 ヒ記の 語 の うちで 引き続 き分か らなか っ た語

　　む ぎわ らぼ うし／ もくば （木馬）

　こ の 記録か ら、A は小 1 の 終わ りか ら小 2 の は じめに か けて 、未学習だ っ た語彙

を獲得 して い っ た こ とが わか る 。

…
方 で 、同 じ時期 （小 2 の 5 月）に 、

＜ 「低 い 山」

を 「小 さい 山」、
「短い えんぴ つ 」 を 「小 さい えん ぴつ 」 と言 っ た 。

〉 とい う記録が

あ り、形容詞 につ い て は獲得が遅れて い た こ とが窺 える。

5．1．4 絵本の読み聞かせ

　 目本語指導の 中で 絵本の 読み 聞かせ に取 り組 んだの は、就学後 間 もなくの 面談で

教育委員会指導主事 か らA の 学習の 遅れの
一

因は 「お母 さん との 遊び の 少 なさで あ

ろ う」 との 指摘が あっ た か らで ある。そ こ で 、折 り紙や双 六、読み 聞かせ な どの 遊

びの 時間 を取 るよ うに した とこ ろ 、A は特に絵本に 興味 を示 した 。

　 しか し、期待は あ る の だが 、 文字が読めなか っ た頃の A は集中力の 持続が難 しか

っ た 。

一
枚の 絵 にわずか 3 行 の 文章が 待ち切 れず、勝手に ペ ージをめ くる こ とが あ

っ た 。 そ うした中 、 A を最初に引き付 けた の はシ リ
ーズ となっ て い る赤ちゃ ん 向け

の 絵本だっ た
。 まず 、 『五 味太郎の 絵本』 （絵本館）か ら始 め、『は じめて の めい さ
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母語 ・
継承語 ・

ハ イグンカル 教育 ‘M 月 御蹶 　 Volume 　3　 A・iARCH 　2007 彡贓 ・ 鯒

くえほん』 （い も とよ うこ文 ・ 絵 、 岩崎書店）と 『あか ちゃ ん の むか しばな し』（松

谷み よこ ・文、童心社）も繰 り返 し読ん だ 。
こ れ らの 絵本の 文は大変短 い 。例えば

『五 味太郎の絵本 8　みず』の 1 ペ ージ 日は涙 ぐむ女 の子 の 絵 に対 し 「ちい さなみ

ず」
一

文、『あか ちゃん の む か しばな し　にん じん さんが あか い わ け』の 1 ペ ージ 目

は 「む か し　むか し　だい こん さん が　は た けで 　くうく うっ て　ねて る とね」 で

ある 。 短 い なが らも 『は じめて の め い さくえほ ん 』と 『あか ちゃ んの むか しぱな し』

に は 明確な ス ト
ー

リ
ー

展開が ある ．

　 やが て 2語 文が 安定 して読め るよ うにな っ た小 2 の 半ばに は 、焦れて 勝于に ペ ー

ジ をめ くる こ とは なくなっ た。その 後 も A の 要望 に応 え 、 成長に合わせ た絵本を選

び 、読み聞かせ を小 4 の 始め頃まで 継続した 。
こ の よ うな絵本の 読み聞かせ の 積み

重ね が、後 述する 「糸目み合わせ 指導法」 につ なが るの で ある 。

5．L5 工 夫を凝 ら した読み書 き練 習

　 なか なか読 み 書きが 自由に で き るよ うにならない A を前に 、 筆者 は次 の よ うに 考

えた、カ
ー

ドや ドリル な どで 動物や 食ぺ 物 な どを通 じ て 読み書 き練習を し て も 、 そ

れ は現実か ら切 り離 して 絵や 文字で 表 した動物や食 べ 物を提示 して い るの で あ り、

直接に は A の 毎 H の 生活 に結び つ い て い ない
、 子 どもが読み 書きを 自分の もの と し

て い くには、自分に とっ て もっ と 意 味の あるこ と」、そ して何 よ りも
「

楽 しい こ と」

と、文宇を結び つ ける方 法が必要なの で は ない か ど，

  意 味の ある こ と

　そ こ で
、 例えば 「意味 の あ るこ と」 として 、学校 で配 られ るい くつ かの プ リン ト

を題材 に読み書 き練習 をす る とい う方法 を考えた。例えば、
「
遠足の しお り」 を用い

た活動で は 、
「集合か ら解散までの ス ケジ ュ

ール 」 と 「持 ち物」 を A が 自分で わか

るよ うな易 しい こ とば と表記で箇条書きに書き換え させ 、
A だ けの 「遠足 の しお り、

を作 っ た 。ス ケ ジ ュ
ール に は 時刻 を書き込む の で A は こ の よ うな練習 を繰 り返 す こ

とに よ っ て 時計 が読 め る よ うに な っ た 。 また 、こ の よ うな行事 に結び つ けた活 動で

は 、時間に遅れ ない 、忘れ 物 を しない な どの 実質的な狙い もあ っ た ．同様に して
、

「時間割表」、「月 間行事予定 1、「水泳 の 準備 と注意事項 」な どを通 じて も A だけの

た め の 「お知 らせ 」 を作成 した 。

　他 に 「意味の ある こ と」 の 例 と して 、毎回の 口本語指導の 授業の 始めに読み 上げ
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　 　 　 　 　 　 　 　あ る幼 少朗 入 副 冒董 を対象 どず る縦断的事例研 究
一4年 半 の θ本 語 指 導 　言 語 テス ト、言講 謌 藁査か ら

一
！；ffノ〃．靉 テ

：

る 「学習項 目
一

覧」 と、最後に そ の 日の ま とめ として書 く 「き ょ うがん ば っ た こ と」

などが ある 。

  好 きなこ と

　また 、 f好きなこ と」 の 例 と して 「ぼ くはせ ん せ い 」 と名付けた活動が ある
7
。そ

の 要領は 、A が教師役に な っ て 文字カー ドな どを読み上 げ、筆者が読み上げられた

内容を書き取る とい うもの で ある。そ こで 取 り上 げる文字カー ドは、それ 以前に通

常の か たち （筆者 が教師）で 練習 した内容 で 、 言わば定着を図 るた め に復習 させ た

い 内容であ る 。
A の 発音が不完全だ っ た場 合、筆者 はい か に も生徒の よ うに 「A 先

生、も う
一

度は っ き り言 っ て くだ さい 。」 と言 う。す る と、教師の よ うに振 る舞 うこ

とが とて も気 に入 っ た A は、文字 をよ く見て 注意 して 発音する の で あ っ た、，

　 この活動は 小 3 の 9H 頃まで継続 され 、国語教科学習の 内容の 一
部な どを A が読

み 上 げ筆者が書き取 る とい うこ とが で き るよ うにな っ た 。 読 むの と書 くの で は 当然

書く方が 時間を要する 。
A は筆者 の 書く速 さを無視して 読み上げて い た が

、
だん だ

ん と筆者の 書 く速 さに合わせ るよ うに なっ た。次に読む べ き文字 と目で 追 う文字が

混乱 しが ちだ っ た A が、こ の よ うに 教師役に なる t とで 、 次に読む べ き文字を逐次

目で追 えるよ うにな っ た 。

　そ の 他 に も、「好 きな こ と」 の 例 として 、算数の 文章題 を音読させ た後 に解 く とい

う方法がある。A は教科の 中で は算数が好 きなの で 、 2行程度の 文章を読み 上 げる

こ とが苦に な らな か っ た 。 助数詞 を覚 え る とい う成果 もあ っ た 。

52 　eg　ll期 ： 教科学習の 開始 （小 2 の 10月〜小 3 の 終わ り）

　 これ まで 記述 して きた よ うに 、 絵本の読み聞かせ と様 々 な読み書 き練習を続 ける

うちに 、 A はだん だん と濁 音を含む 2 語文 が安定 して 読め る よ うにな り、次の ス テ

ッ プ へ 進め るよ うになっ た。 こ こ で は、A の 学び の 最大の 転機 とな っ た 「読み聞か

せ」、「LEA （言語体験ア ブ rコ ー
チ）」、「自分の 物語 」の 3 つ を組み合わせ た指導法 （以

下 「組み合わせ 指導法」 と称する）に つ い て記述す る 。

5．2．1　 「LEA （Language 　Experience　Approach 、言語体験ア プ ロ ーチ）」

　　　　＝ 「対話 と書い て みせ る」 方法

　筆者は A が小 2 の 半ばに さしか か っ たある 日、中島 （2003）を読み 、
「LEA 」

（Language 　Experience　Approach 、言語体験ア プ ロ
ーチ）とい う実践の 方法 を知 っ
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母蟇吾「P
、継
’
承語 ・ノX

’「
イしノン カ

「
ノレ教着

「
‘A4ム塀丿概 　　Vo ／t〃 ne 　3　M ／4RCH 　2007 彡拗 鰡

た 、その 理 念は 「子 どもが話す こ とを教 師が文字 に して書い てみせ 、話すこ とが文

に なるとい う実感を与え る、、話 しこ とばか ら書き こ とばへ の 移行プ ロ セ ス を体験 さ

せ る こ とによ っ て 、読み書きの 基礎 を教える」 （p．51）とい うもの で ある 。 また そ の

手順 は 、
「子 どもの 話 （子ど もの 体験や 絵木の ス ト

ー
リー を辿 るな ど）を教師が移動

可能な付箋などに書く。 次に 書き留め た単語 を教師が読んで い き、そ の 間 、 子 ども

は こ とばを入れ替えた り、加 えた り、省略 した りす る。出来 Eが っ た話を子どもが

視写 、発表する」 （p．51） とあ る 。

　こ の よ うに紹介 された 内容 を筆 者は 「対話に よ っ て子 どもの こ とば を引き出 し、

引き出された こ とば を付箋に書い て みせ 、 さらに 「対話」 と 「書い て みせ る」 こ と

を続 けて断 片的な語 を文章に発展 させ て い く」
一

一
対話 と書い て みせ る方法」 とい

うよ うに解釈 し、書 く活動の 様 々 な場面で 実践 した。

　例えば、小 2 の 10 月 、 クラ ス の お 楽 しみ会が終わ っ た直後 に 日本語指導 が あ っ

た 日、A はお 母 さん た ち と
一

緒に さつ まい もの 蒸 しケーキを作 っ た様子 を興奮気味

に話 し出 した 。 筆者は こ の 体験は 学習につ なが る と直感 し 、 付箋 に A が 口 に する語

句を書き留め た。A が 話すの は
一
さつ ま い も」 「なべ 」 などギ に名詞 で

、 対話 しなが

ら 「か わをむ く」
一
むす」 な どの 語 を足 して い き、また、順番を並 べ 替えた り して 、

付箋 をつ なぎ合わせ たか た ちの 文 が机 上 に並んだ 。 A は付箋の 1 つ 1 つ を よ く見て

ノ
ー

トに文 を書 き写 し、全部で 92 字の さつ まい もの 蒸 しケ
ー

キの レ シ ピ文がで き

あが っ た 。 こ の よ うに、 「LEA （言語体 験ア プ ロ
ーチ）一対話 と書い て みせ る方法」

に よ っ て 、A は こ の 時初め て ま とま っ た長 さの 文 章を書い た
s

。

5．2．2　 「組み合わせ 指導法」： 「読み聞か せ 」 ＋ 「LEA 」 ＋ 「自分の 物語」

　次 の ス テ ッ プは 、 A との 学びの 中で すで に定着 して い た 「読み聞かせ 1 と 「LEA

信 語 体験ア プ ロ ー
チ）一対話 と書い てみせ る方法 亅 とを組 み合わせ る こ とで あ っ た。

国語 単元 の 物語文 は rIi販 されて い る絵本 を採用 した もの も多い
。 そ こ で 、まず絵本

を読み 聞かせ 、読み聞かせ を通 じて A が キャ ソ チ した語 句を LEA の 方法 で 付箋に

書き留め 、 対話を重ねて 付箋の 語 を文に発展 させ て い くの であ る。 要領は前節の 作

文指導の 進 め方 と同 じ く 「対話 と書い てみせ る 」 こ との 繰 り返 しで 、今回は こ の レ

ベ ル ま でがん ば っ て ほ しい とい う語や 文型 を筆者が投げか け、A は消化可能の 範囲

を投げ返 す 。 で きあが っ た文章は 「読み聞か せ を通 じて A が理解 した語句を もとに

したもの 」、「語彙 ・文の 長 さと複雑 さ ・分量の 点で A が 消化 可能 な もの 」 で あ り、
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　 　 　 　 　 　 　 　ある幼少娚 八 国 瑁量 を対蒙 どずる縦断的事例研究
一4年半の θ本 語 指1導 　言語 テ ス ト、言 語 欝 調 蒼 か ら

一
！滑 ノ〃頽 理 子

言 わば A の 「自分 の こ とば」 をつ な ぎ合わせた 「自分の 物語」 で ある 。 それ は教科

書本文よ りも文が短 く、語彙 ・文型 ・表記が易 しくな っ て い る 。

　この よ うに 「読み 聞かせ 」 と 「LEA 」 を通 じて 「自分の物語」 を作る とい う 「組

み合わせ指導法」 を用い て 、 A は つ い に ク ラス の 国語 の授業 と同 じ内容を同時進行

で学習で きるよ うにな っ た 。
「自分の 物語 」を音読 し、 初めて教科書準拠 の ワ

ーク シ

ー トに も取 り組 んだ 。 それ は就学か ら約 ユ年半後の 小 2 の 10 月 、 物語 文『お手紙 （小

2 下）』
9
を学習 して い る時だ っ た 。

52 ．3　 「組み合わせ 指導法」 ： 具体例 『ス ー
ホ の 白い馬 （小 2 下）』

　 「組み合わせ 指導法」 の 具体例 と して 物語文 『ス
ー

ホ の 白い 馬 （小 2 下）』 の 学

習の 過程 を紹介す る 。
こ の 単元で は 、 まず 、 読み 聞かせ を 3 回行 い

、 対話 を通 じて

語句か ら文 を組 み立 て る とい う LEA の 作業 を 3 回行 い 、それ を もとに 「自分の 物

語」 を作成 した。

　表 2 は 3 回の LEA の 過程 と教科書本文 との比 較で ある。表の 左 か らLEA の 1 回

B ・ 2 回口 ・ 3 回 目の 結果 、 作成され た文 を並 べ た 。 そ の 3 回 目の 結果が こ の 単元

の 「自分 の 物語 」 （右か ら 2 番 日の 欄）で あ り、それ は教科書本 文 （右端 の 欄）にか な

り近づ い て い るの がわか る 。

表 2　 LEA 　3 回の 流れ、お よび 「自分の 物語」 と教科書本文 との 比較

　　　 （
．
ド線部分 は、次頁 の 対話 例 1 の 下線部 分に対応す る）

LEA ］ 回日 LEA 　2 回 目 LEA 　3 回 日

　 竺 「自分 の 物語」

教科書本文

白馬は

し に ま した。

　 「白馬、

しなな い で

くれ 。 」

つ ぎの 日、

白馬は

し ん で し ま い

ま した。

ス
ー

ホは　やを

ぬ きま した。

きず ぐちか らは　ち

が 　ふ きで ました 。

「白馬、ぼ くの 白馬 、

しなない で くれ。」

つ ぎの 口、自馬は 　し

ん で しま い ま した。

ス
ー

嗣よ はを食い U まりながら、白鳳 こ

ささっ η ・る矢をぬ きま した、きずぐちか

らは．血がふき出しま した

　 「亡馮、ぼくの 白馬、しなない でおくれ，」

で も、白馬ぽ 弱 りはてて い まし紅 い きぽ

だんだん細くなり、目の光もきえてい きまし

鳥 そ して、つ ぎの 日、白馬は、しんで しま

い まし起

　また 、 対話例 1 は LEA （対 話 と書い てみ せ る方法）を行 っ て い る実際の 対話の 文

字化データで ある。これ は、LEA の 3 回 目の 作業で 、表 2 の 右か ら2 番 目の 欄の 下
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母語 ・
継承語 ・バ イグン カ ル 教育砌 月尠 研 究　 Volume 　3　 MARCH 　2007 彡渤 繍

線で 表示 した文 が 作成され る 過程で ある 。
こ こ で は 、傷を負 っ た 自馬 が と うとう息

絶 える場面 の 挿絵を示 しなが ら対 話が進み 、 A が答えた語 を筆者が横で付箋に 書い

て い く。 筆者 の 質問に よ っ て A か ら引き出 された語句
一
や （矢）がブ ヒ ュ ツ ！」 （2A）

か ら 「ス
ー

ホ はやをぬ きま した」 （3T）とい う文 を作成 し、
「ち （血）」 （5A）と 「で

ま した．1 （7A）か ら 1

一
ちがふ きで ました」 （8T）とい う文 を作成 して い くとい う過 程

で ある．、

対話例 1 ：『ス ー
ホ の 白い馬』 「自分の物語」 作成 の 過程（小 2、2004年 2E ）

　　　 （T：筆者　A ：対 象の 児童／下線は本 文中 の 対応部分）

1T ：こ の 時、ど うな っ た の ？ 白馬 は／ （問）／倒れて るよね 。 ［挿絵 を示す］

2A ： やが ブ ヒ ュ ツ ！［矢を抜 く動作をする1

3T ： そ う、矢を、ぬ きま し た。ス
ー

ホ はやを ぬ き ま した
． ［付箋に書き足す1

4T ：す る と、／ （問）／抜い た と こ ろ か ら
…［矢を抜 く動作を し、抜い た場所を指す］

5A ： ち ？

6T ： そ う、血が．．，

7A ：で ました、、

8T ；ふ き、ふき で ま し た。ちがふ きで まし た。［付箋に書き足 す］

5．2．4　 「組み合わせ 指導法」 か らの 卒業

　こ の よ うに効果を上げた 「組み合わせ 指導法」 も約 1 年 間の 継 続の 後 、小 3 の 半

ばに 必 要 としなくなる時が 来 た 。 物 語文 『ち い ちゃ ん の か げお くり （小 3 下）』に

入 っ た時 （2004 年 10 月）、A は 自ら 「ぼく （教科書木文 を）読め る よ。」 と 言い 、

誤 読す る箇所 も見 られた が 、本当に教科 書本 文 を音読 し出 したの で ある 。 た だ し、

こ の 段 階で A が読 める 文宇は 主に 平仮名 と片仮名に限 られ、学年 相応 の 漢字学習は

行 っ てい なか っ たため 、 漢 字 にふ りがな をっ ける必要 があっ た 、

　これ 以後、A は
一
白分 の 物語 」 に置き換え る こ となく、教科書本文で 学習で き る

よ うに な っ た。また、「組み合わせ 指導法」 か らの 卒業に続き、小 3 の 終わ りに は

「LEA ＝ 対話 と書い て みせ る方法」 も必要 な くな っ た 。 筆者が横で 付箋に書い て み

せ なくて も、平仮名 片仮名 に つ い て は 口頭の 指示 に従 っ て書け る よ うに な っ たか ら

で あ る。そ して 、この 時期か ら A は他の児童 と同 じ内容の 各教科 の テ ス トや様 々 な
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課題 に段 階的に取 り組 め るよ うにな っ た。

5．3 第匪期 ：現在の 学ぶカ
ー 「自分の ことは〕の   後 Q亅・4（J／亅・5の 10月）

5．3．1 第皿 期の 日本語指導の 内容

　第皿期で は 、 前段ま で に記述 した特別な指導法な どは 行わず 、 ク ラス 担任 と随時

優先順位 を相談 しな が ら、クラス で の 教科学 習の 内容 （主 に国語 、 算数 、理科）を

個別 に支援す るこ とが 日本語指導の 内容 とな っ た 。 その 際は A の 理解を助 けるため

次の よ うな工 夫をする 。

　   A が うま く読めない 場合、筆者が代わっ て声に 出して 読む

　   目で 見て理 解で き るもの （実物や図鑑、ビデオ など）を提示する

　   ふ りがな、色分けや番号表示 な どを書 き加 える

　   理解や解答に結び つ くまで の 対話 を重 視す る

つ ま り、 上の   か ら  は 、
「  は音声に よ っ て 、   と  は視覚的効果 に よ っ て 、   は

対話に よ っ て 、A の 弱点を補 う支援」 とい うよ うに ま とめる こ とがで きる。

5．32 　A の 現在の 力 （1）− 4 技能の 観点か ら

　A の 現在の 学ぶ力をみ るため、まず 4 技能の 観点か ら実態を記述す る。

  漢字識字の 力

　就学以来識字力 が弱 い A で あ っ た が 、 小 5 にな っ て か らクラス で継 続的に取 り組

む漢字 書き取 り小テス ト （5 〜 10 問）に ハ ン ディ な しで 取 り組 め るよ うになっ た 。

で は 、
A の 客観的な漢字識字能力は どの 程度伸長 したの で あろ うか。そ こ で 、2006

年 10 月 、A の 漢宇識字力の 目安 として 日本漢字能力検定 の過去 問題 を用い て テ ス

トを行 っ た 。

　まず 、 学年相 当 （小 5 レベ ル ）の 6 級 を与 えた とこ ろ、最初の 読みの 20 問の うち

正解で きたの が わずか に 1 問 とい う結果 だっ た。そ こ で 、学年相 当の 級で の 測定は

難 しい と判断 し、初 9 級 （小 2 レ ベ ル ）に変え、全問で は なく読み と書き取 りの 問

い だけを対象 と した。この 小 2 レ ベ ル の 読みの 40 問につ い て 、 正解は 17問だ っ た 。

書き取 りに つ い て は 、 25 間中正解は 6 問だ っ た 。 以下 に不正 解だ っ た小 2 レ ベ ル の

漢字の 例を示 す。 ク ラ ス で受け る小テス トと違い 文脈の 助けがない 条件下 で は 、 3

学年下の ご く基本的な漢宇に つ い て 以下 の よ うに読み書きが困難で あるこ とが分か

っ た 。
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・下線部の 読み

・書き取 り

誤答の例 ： 鳴 く→ と り　 お母 さん → か 　後で → ご

無回答の 例 ：絵本　　外国　　話　　店　　作 る

無回答の 例 明る く 朝 昼 池 毛 歩い た 行 く

  表 記の 正確 さ

　表 3 は 、小 5 国語単 兀 『ごみ問題 っ てなあに』 （小 5 上） に入 っ た時 、「各 自ごみ

につ い て の 考えを書 く」とい う課題で A が書い た短文 と正 し い 表記 との 対比 で あ る。

片仮名 と漢字の 混同 （1 行 目 ： ジ ョ ぎ→ 定 ぎ）、形が似て い る漢字の 混同 （3 行 目 ：

吏え る → 使 え る）な どの 文字単位の 誤 りの 他 、モ
ー

ラ と表記の 不
一

致に よ る誤 り

（1行 目 ： あそ で→ 遊んで 、
2 行 目 ：バ き と→ バ キ ッ と、われて しまた → われて しま

っ た、 4 行 圉 ： なて い また → なっ て しま っ た）が 目立 っ
。 ただ し、これ らの モ

ーラ

と表記 の誤 りの 部分を発音 させ る と、A は正 し い モ
ー

ラで発 音す る 。

表 3　作文の 表記 の 例 （下線は誤 りの 部分 ）　 （小 5 、2006 年 9 月）

行 A が 書 い た短 文 （分か ち書 きで 表記 ） 小 5相 当の 正 しい 表記

ぼくが ジ ョ きで あそで．・・たら

ジョ きが バ きと われてしま鵡

ぼ くが定 ぎで遊ん で い た ら　　 一

定ぎが バ キ ッ とわれ て しまっ た。

1
　
　

2
　

　

3
　
　
4
　
　
5

まだ 吏える ジョ ぎなに ぼくが こわした、

だから　ご淑 こ なてい また，

これが ら もう　もの こわしません、

まだ使える定ぎな の に 、 ぼ くが こ わ した 。

だ か ら ごみ に な っ て しま っ た
、

これ か らもうもの をこわ しませ ん 。

　ま た 、こ の 短文で は見 られ なか っ たが 、摩擦音 「す」 と破擦 当
二

「つ 」 の 表記の 混

同が小 5 となっ た現在 も見 られ る。 なお 、自分で考 えた文 を書 くの で はなく、板 書

な どを視写す る時は これほ どの 表記 の 誤 りは見 られ ない
。

  音 読の 正確 さ

　次は音読の 正確 さにつ い て で あ る 。 こ こ で は 、バ トラー後藤 （2003 ）の ア メ リカ

の ESL にお けるテ キス トの 難易度の 判断基準を参考に した 。ただ し、バ トラー後

藤 （2003）の 英文の 例 は単語 を基 準とする もの で あるが、ここで は 口本語 の 文 を対

象 とす るの で 、文節数を基準と した 。

　まず 、 2006 年 10 月、A に学習中の 単元 『ごみ 問題 っ て な あに』 （小 5 上）の 音
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テ ズ ト、言 語 環境調蒼 か ら 一，ワ剤 〃療 理 子

読を課 した とこ ろ、ふ りがなをふ らず前 もっ て練習を しない とい う条件下 で は誤読

が多か っ た の で 、漢字に ふ りがな をふ り、練習をさせ た上 で もう 度 ビデオ撮影 を

した 。 そ の 条件下で は 、 総文節数 114 に対 し正 しく読めたの は 103 文節で 、正 確 率

は 90．4°

／．で あ っ た 。

　そ こ で 、 学年相当の 小 5 の 単元で は A の 音読の 実力が測れ ない こ とが分か っ たた

め、試み に 『お手紙』 （小 2 下）の 音読を課 した。前述の 漢字識字力か らみ て 、 3

学年下が適 当で ある と考 えた。 こ の 単元に っ い て 、ふ りが なをふ らず練習な し とい

う条件下で 、総文節数 89 に対 し正 しく読めたの は 77 文節で 、正確率 は 86．5％で あ

っ た。

　バ トラ
ー

後藤 （2003）に よ る と 、 ア メ リカ の ESL で は 90％以上文章 中の 英単語

を正 し く音読 で き な い と 「生 徒 の 自信 をそ こ な う恐 れ あ り」　 （バ トラ
ー

後藤

2003：153）と判 断 して い るとい うこ とであ る。 口本語 の 場合は漢字と い う高い ハ
ー

ドル があ り、英語の 例 と単純 に比較する こ とはで きない が 、A が学年相 当の 単元 に

取 り組む ときの厳 しさが窺える 。 また、バ トラー
後藤 （2003）で は 、 支援な しで読

み こな して い けるた めに は 95％以上正確に読め るこ とが必要 だ とされ て お り、小 2

の 単元 『お手紙 』につ い て もふ りが なふ りや音読練習な しの 条件下で 正確率 86．5％

とい う結果か ら、現在 の A は学年を下げた単元で も、支援な しで は読む こ とが容易

だ とは言い 難い とい うこ とが分か っ た 。

  「聞 く」 と 「話す」

　こ れまで 述 べ て きた よ うに A は 特に 「読む」 と 「書く」 の 力 が弱 い の だが 、「聞

く」 と 「話す」 に つ い て も、学習の 場 面で豊 か なや りと りがで きる とは言 えない 。

聞い て 分か らない こ とがたび たび あ り、 語彙 ・文 の 構造 ・内容の 面で こ とば豊か に

話す こ ともで きない 。 つ ま り、学習の 場面で は 、日木語の 4 技能の それ ぞれ につ い

て未だ豊か なこ とばが育まれてい ない 状態なの で ある 。

5．3．3A の 現在の 力 （2）一 「自分の こ とば」 を とっ かか りに理解する

　 4 技能 の 観点に続 い て別 の 観点か らみてみ る と、A の 学ぶカ の 別 の 側面が見えて

くる 。
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  理科 の 学習の 様子

　小 5 になっ て A は理科に つ い て 、クラ ス で の 実験や観察を通 じ、こ れ まで よ り理

解で きる内容が 多 くな っ た。が、それがテス トで 点に結び つ か ない．そ こで 、ある

テ ス トの 問題を例に （小 5 、2006 年 6 月）、なぜ A が理解 して い る 内容 を解答に結び

つ け られ ない の か をみ て みる。

図 2 ； 理科／植物の 成長の 条件

な

　　　 磁：｝娼 耀 ，

　　　　　　　　　　 灘   i・
懺 蓬

　　纛 ’へ

豊
窪
a

、

罐おい

、．冰と 糶嬲 　　…　　　　 ∴1水鵡慈覇

　図 2 は、植物 の 成長 の 条件に つ い て の 問題 で あ る 。 テ ス トの 問い は 「ア とイ、イ

とウの 育ち方 をく らべ る と、植物の 成長 に何が必要 で あ るか が わか ります か 。 （以

下太字は筆 者）」 とな っ て い る 。 ク ラ ス の 授業 を通 じて A は
一
番 よ く育つ の がイで

ある と理解 して お り、そ の 理 由を 「水 と肥料 と 目光があ る」 と答えた。ア とイの 違

い に つ い て は 「ア は 肥料がない 、イ は肥 料が あ る1 と表現 した 。
こ の よ うに 、A は

「ある、ない 」 とい う最も単純な こ とばで 実験結果 を捉 えて い て 、 その
「

〜 がある 、

ない 」 がテ ス トの 問題の 文 中の 語 「〜 が必要」 と結び つ か な い た め、解答が書けな

い の で ある 。
つ ま り、A は 「〜がある 、 ない」 とい う自分が理解で きるこ とば ＝ 「自

分の こ とば」 を以て 現象を矛盾なく把握 して い るの だが 、 その 「自分の こ とば」 と

学習 で使 われ る言語表現 に隔た りが あ り、自力で はそ の 隔た りを解消で きない 様子

が窺え る。

  国語の 学習の 様
．
ゴ
．

　こ の よ うな 「自分 の こ とば」 に よる理解の 広 げ方は、国語 の 学習場面で も見 られ

る 。
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対話例 2 ： 『白いぼ うし』（小 4
、 2005年 6 月）

（タ ク シー運転手の 松井さん は、道端で幼稚園児 「たけの た けお 」 の 帽子を見 っ ける。落と

し物だ と思 っ て 持 ち上 げる とチ ョ ウが飛 び出す。園児が帽子 で捕 まえたチ ョ ウを逃が して し

ま っ た の だ。松井さんは罪滅ぼ しの ために、夏みかん を帽子 の 中に入れ る。そ して 車に戻る

と、どこ か ら来た の か女 の 子が後ろの席に座 っ て い た 。 ）

　　   筆者 、A：対象 の 児童 ／下線は本文 中の 対応部分）

lT ：こ の 女 の 子何だろ う？ （中略）こ こ、あの 、ぼ うしは、男の 子 の だ っ たよね。名前は ？

2A ： たけ の …

3T ： 「たけの たけお くん」 だ っ た よね。「た けの たけお くん 」 の 帽子。

4A ： 「くん」 じゃ な い、 「さん」 で し ょ 。 〆（間）！ 「さん」 じゃない の ？

5T ： 「たけお くん 」 だか ら、男 の 子だ よ 。

6A ： たけの たけお さ一ん ！［幼稚園の先生が園児を呼ぶ よ うな話 し方］

7T ： ／（間）〆 「た けお さ一
ん」 っ て呼ぶ ときもあるけ ど、こ れ、男の 子 なん だよな。

8A ： （挿絵は ）何で 女の 子 なん だ ろ う。

9T ： じゃ 、何で女の 子 なんだ ろ う。女の 子は ど うし．，．

10A ： ヘ ン シ
ー

ン ！

　対話例 2 『白い ぼ うし』は、小 4 の 6月 に 取 り組ん だ国語 単元 （物語文）で ある。

こ こ で は物語 の 転換を予想す る （タク シ
ー

の 後部座席に座 っ て い た 女の 子 は どこ か

ら来た の か）とい う読解学習が進め られた 。 A は最初 の うち 「た けお 」 を女の 子 の

名前だ と勘違い し、後部座席 の 女の 子 を 「た けお」 （帽子 の 持 ち主）だ と考 えた

魍 。 しか し、筆者 との 対話 の 中で誤解を修 正す るための 思考を始 め 塾△）、筆者

の 問い を待たず して 、い な くなっ たチ ョ ウが女の 子 に変身 したの だ と元気に 答えた

姻 。

　こ の 場面は 、 不思議な展開を楽 しむ こ の 物語文の 中で も 、 後半の 謎解きに つ なが

る特 に 重要 な部分で あ るが 、 A は こ の 学習 を実に楽 しく進めなが ら、正 解にた どり

つ い て い る 。 こ の 時、「自分 の 物 語」 を使 わず教科書本 文で読み進めてい た の だが 、

A は全て の 語 と構文を理 解 して い たわ けで な く、「5．3．2A の 現在 の 力（1）  音読の

正確 さ」 で触れ た よ うに、音読で は誤 読が多か っ た 。 誤読 した場合筆者が A の 代わ

りに正 し く読む とい う支援が なけれ ば 、 読 み進 める こ とはで きな い n しか し、細か

な点はわか らない ままで も、内容を ざっ く りと鷲掴みす るよ うに 、言わば、頭の 中
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で 自分が理解で き る 「白分の こ とば」 をつ なぎ合わせ て 「白分の 物語 」 を作 り、そ

れ を上 か ら当て はめて い くよ うな 「読むプ ロ セ ス 1 を活性化 させ て い るこ とが考え

られ る。

　確か に！lkl別 の 支援が 不可 欠なの だが 、
こ の 『白い ぼ うし』の 他に も A は確か に 「読

む こ との 成果 1 を得て い る 。 例 えば 、 『
一
つ の 花』 （小 4 下）で は 、

「戦死 した父親

の 形 見で あ る コ ス モ ス の 花を、母親は 体 何の ため にこ ん なにた くさん育て たの か」

とい う筆者の 問い に 対 し、A は 「平和の た め 」と答えた （2005 年 11 月）、，また、『ご

ん ぎつ ね』 （小 4 下）で も 、
A は他 の 児竜 には真似で きない よ うな解釈を した

。
こ

の 物語 で、親 と死 に別れたひ と りぼっ ちの 小 ぎつ ね 「ごん」 は 、思い が通 じない ま

ま思 っ てい る相手 に銃 で 撃たれ て しま うtt こ の
、 解釈が大変難 しい 結末を、A は 「で

も、ごんは 天 国で お 母さん に会え た ね。亅と何 とも温 か く受 け とめたの で あ る （2006

年 2 月）。 A の返答は い っ もこ とば少なく声 も小 さい の だが 、子 ども 1 人 1 人 に学

び の か た ちが あ り、それぞれの 「読み の 世 界」 に優劣は つ け られ ない と筆者は 強く

感 じる 。

5．3．4　第皿 期の ま とめ 一A の 学び の 現状

　第 5 章の 終わ りに A の 学び の 現状 をま とめる。

　A は 、継続的な 目本語指導の 中で 行われた 「組み 合わせ 指導法」を始め とす る様 々

なT．夫によ っ て 、最低限の 読み 書きの カをつ け、教科学習に 取 り組 め る よ うにな っ

た もの の 、目木語 の 4 技能か らみて未 だ豊かな こ とばが育まれて い ない 状態で あ り、

fi分が理解で き る こ とば （＝ 「
自分の こ とば」）を以 て教科学習 に取 り組む の だが 、

その 「自分の こ とば」 と教科学習で使われ る言 語表現 に隔た りが ある場合があ り、

その 差を縮め るため に 「音声、視覚的効果、対話」 を重視 した 個別指導が継続 され

て い る の で ある。そ して、こ の 「当
：

声 、視覚的効果、対話 」 とい うの は 、
一
組み合わ

せ 指導法 亅 （「読み聞か せ ＋ LEA （対話 と書い て み せ る方 法）＋ 白分の 物謝 ）の 中

で 、音声 ＝ 「読み 聞かせ 、対話1、視覚的効果 ； 「絵木、 書い て みせ る」 の よ うに符

合 し、つ ま り、第 ll期まで の よ うに 特別な指導法を必要 とは しない もの の
、 基本的

に は 第 H 期の 支援の 枠組み の ままで あ り、
一
自分の こ とば」か らこ とばの 世 界が広が

っ て い か ない 状態が続い て い る と筆者は捉 えて い る 。 しか し、そ の
一

方で
、
A は 「白

分の こ とば」 を とっ か か りに、支援を得て 理解 の 幅を広 げて い く可能性 も示 して い

る c
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6 ．　 A の 母語 の 現況 と家庭の 言語環境調査

　こ こ まで 、 日本語指導の 記録か ら、 日本語 の カ と学習の 実態 を記述 して きたが 、

第 6 章で は 、A の 母語 と家庭環境に注 目し、母語 の 口頭能力テ ス トと家庭 の 言語環

境に つ い て の 調査の 結果を記す。

6．1 母 語 の 口頭能力 （語彙力 ・会話力）テ ス ト

　A の 母語能力を測定す るた め、2006 年 8 月 、 母 語話者の 留学生
10

の 協力 を得て

OBC 会話テ ス ト
11

に準 じた 口頭の テ ス トを試 み た 。 その 際 には、　 A が就学の 約 2

年前に入 国 し就学時 に は姉弟 間で
一

切母語 を使用 して い な か っ た とい う筆者 の 観察

記録 か ら、母語 につ い て は低学年の レ ベ ル か ら調 べ るの が適当で あ る と考え、ポル

トガル 語 母語 とス ペ イ ン 語母 語の 小 1 と小 2 の 子 どもを対象に 行 っ た吉 川 ・本 杉

（2006 ）に準 じた テ ス トを用意 した 。 吉川 ・本杉 （2006 ）で は 、 導入 タス ク → 語彙

テ ス ト→ 基礎 タス ク→ 対話 タス ク → 認 知 タス クの 順 に行 っ たの だが、A の 母語 の 力

を予想 し 、 導入 タス ク→ 語彙テ ス ト→ 基礎タ ス クの み を行 うこ と と した 。 なお 、 出

題 され る内容を A が理 解で きるか 、またテ ス トの 形式 に対応 で きるか をみ るた めに、

予 め 日本語で 同 じテ ス トを行 っ た 。 す る と、低学年 レ ベ ル とい うこ ともあ り A は難

な く目本語で 全 問答え るこ とがで きた 。 以 ドに  導入 タ ス ク 、  語彙テ ス ト、  基

礎タ ス クの 内容を示す。

  導入 タス ク ：以下 の 内容 を質問す る。（8 問）

　　名前 ／学年／年齢／誕 生 口／兄弟の 有無／両親 と何語 で 話すか ／友達 の 名前 、

　　その 友達 と何をして遊ぶ か／食 べ 物は何が好きか 、 なぜそ の 食べ 物が 好きか

  語彙テ ス ト ： 絵カー ドを示 し 「これ は何 ？ （名詞 ）」 「どんな様子 ？ （形容詞）」

　 「何 をして い る ？ （動詞）」 と聞 く。 （37 間）

　　は さみ／傘／帽子 ／鉛筆／椅子／机／本／電話／手／指／ 口／足／ ヘ ビ／

　　魚／ ウサ ギ／ネズ ミ／ ウシ／ トリ／バ ナ ナ ／た まご／家／飛行機／船／バ ス ／

　　山／葉／木／月／花／ うれ しい ／ きれ い ／長い ／暑い ／飲む／食べ る／泣 く／

　　読む

  基礎タ ス ク ：絵 シ
ー トを示 し以 下の 質問 をする。（2 間）

　 a ，リビ ン グル ーム 内の 絵シ ー トを示 し
、 時計 とテ レ ビ の 有無、ネ コ が い るか い な
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　い か とネ コ の い る場 所を質問す る、，

b．公 園で 遊ぶ 了
一どもたちの 絵シ ー トを示 し

、 子 ど もが何人い る か 、それ ぞれ何 を

　して遊 んで い るか を質問す る、，

　上記 の よ うな 冂 頭 能カテ ス トの 結果、A が母語で 答 えたの は 、 僅か に語彙テ ス ト

の 中の 「船」 1 語 の み で あ っ た 。 テ ス トの 間、A は 終始困 っ た と い う表情 を浮か べ 、

日本語で 「わか りませ ん」 を連発 した 。 当 口は姉　（A よ り 7歳年 ヒ、現在高 1 ）に

も同席 して もらい 、A が わか らなか っ た 場合姉に答えて も らっ た の だ が、姉 の 正解

を聞い て A が復唱 したの も 3語 　（傘、指、ネズ ミ）に止 まっ た 。 こ の よ うに 、A

の 母語 の 喪失の 状況は 予想 して い た よ りも厳 しい もの だ っ た 。 協力者の 母 語話者の

女性 も、「家族全員 が同 国人な らも う少 し母語 を保持で きて い て もい い はず なの だ

が」 と話 して い た。

　なお、語彙 テ ス トの 中で 姉が は っ き り答え られ なか っ た 語 も 5 語 あ っ た こ とか ら、

姉 も母語が すで にかな り不 白由に な っ て い る こ とが分か っ た。

6．2 保護者に 対する家庭の 言語 環境につ い て の ア ン ケー ト調査

　次に 、 家庭 の 言語環境を調べ る た め 、保護i者に対す るア ン ケー ト調査 を 2006 年

8 月に 行 っ た。その 内容 は、岩 見 （1993） 12
の 「母語の 保持 と喪失に 関す るア ン ケ

ー ト」 に準 じた記述 式の 調査 で、本稿に関連す る家族 間の 言語使用、家族の 言語能

力、子どもの 母謝 呆持に つ い て の保護者の 意識な どにつ い て調べ た 。 父 と母で は 父

の 方が少 し 日本語 の や り取 りが容易なの で 、父親 に答えて もら っ た ， なお 、こ とば

の 仲介者 として 、姉 の 援助 を得た 。

  家族 間 の 言語使用 の 実態

　次頁の 図 3 は 、入 国当時 （2000 年）と現在 （2006 年）の 家族間 （父 、 母 、 A 、 姉の

4 人）の 言諦 吏用の実態 （母語 と日本語 の どち らを使 うか）を図示 した もの で あ る 。

　こ の 図か ら 、 入 国当時は家族聞の こ とばの や りと りは 全て 母語 を通 じてで あ っ た

が 、現在で は、母語の み の や りと りが どの 組み 合 わせ で も見 られ な くな り、A が 関

わ る 3 つ の や りとりで は母語が 切 介在 しない とい うこ とが分か っ た 。
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図 3 入 国当時 （2000 年）の言言謝吏用

漏 〆＼
　　　　 A

ぐ
一 一一 一｝レ

姉

現在 （2006 年）の 家族間の 言語使用

＜→

口本語 と母語 を

併用

〈1・・・…　 〉

日本語 の み

穴 丶
A

ぐ ．．．．．．．．．．．．．．レ
姉

  家族の 言語能力

　次に、家族の 言語 能力 に つ い て で あ る。 日本語能力 に つ い て 、父 は 「日常生活の

揚面で 、 日本語で 必要なこ とが話せ るか」 と
「
職場や近所付き合い 、子 どもの 学校

な どの 場面 で 、相手の 話す 日本語 が理解で きるか 」 の 問い に対 し、どち らも 「半分

く らい 」 と答 えた 。 また、「職場 や近所 付き合い 、子 どもの 学校などの 場面で 、日本

語 で 自分の 意見を伝 える こ とがで きるか」とい う問い に対 して も 、
「半分 く らい伝 え

る こ とがで き る」 と答 えた。つ ま り、父 は 自己の 日本語 を 「話す 」 「聞 く」 につ い て

は 「半分 くらい 」 と評価 した こ とに なる。
一

方で、「日本語 の 新聞が読め るか i に対

して 「読めない 」 と答え、「日本語で 手紙 が書けるか」 に対 して 「書 けない 」 と答え

た こ とか ら 、
「読む」 と 「書く」 に つ い て は 自信 をも っ て い ない

。

　父 の こ の よ うな 自己評価と筆者を含む学校関係者の 見方に は差がある
。 学校 関係

者は就学以来常に保護者 との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの 不 自由さを感 じて い る。保健 に

関するこ とや、これがなか っ た ら周 り の 子 に い じめ られ る と思 われ る事柄 な ど、 最

低 限 の 事柄 につ い て の み 、身振 り手振 りも交えて 口頭で何 とか 父母 に伝 えるか 、あ

るい は姉を通 じて 用件を伝えて きた。

　なお 、 母の 口本語 に つ い て は質問 しなか っ たが、筆者 が接す る限 り口 頭能力 は父

に及 ばず、また、学校か らの お知 らせ の プ リン トな どに対 して 家庭 か ら反応が ない

こ と、母に頼まれ て 筆者が市役所に提 出す る書類 の 説 明 を した り代 筆を した りした

こ とがあ るこ とな どか ら、 日本語 の 読み書きはほ とん どで きない と考え られる。

　 こ の よ うに見て くる と、 日本語 の 面 で最 も頼 りに なる の は家族の 中で姉 とい うこ

とになる 。 その 姉 も母語 の 読み書きは ほ とん ど喪失 して い る よ うで 、 さらに 、 前述

の 母語の語彙テ ス トで 答え られなか っ た単語 が あ っ た よ うに 、
口頭 で も母語 を 自在

にや り取 りで きる レ ベ ル で はない
。
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  母語保持に対す る意識

　最後に 、母語保持に対す る意識 につ い て で あ る。 父は 「子 どもに対 して 母語も口

本語 も同様 に完璧 に な っ て ほ し い 」 と思 っ て お り、
「将来子 どもが母語を話せ な くな

るこ とに危機感 を抱い て い る 1の だが、
一
自国語 を子 どもに伝 えて い るか」 とい う問

い に対 し 「全然伝え て い ない 一と答え、「白国語 を子 どもに伝えた い か」 とい う問 い

に対 して も 「わか らない 1 と答 えた。また 、「同国人で 組織され た会合や何 らか の 活

動 に参加 して い な い 」 とい う回答か ら、A が母語 に接 する場は家庭以外に ない よ う

なの だが 、 家庭で の 具体的な働きか けは 「食事の 時に母語で話 しか ける 、 母語 の 文

字を教えた こ とが ある」 と答えたに止 ま り、特に継続 的 ・積極的な 母語保持 の た め

の 努 力を して い な い こ とが分か っ た、t

6．3A の母語 の 現況 と家庭の 言語環境調査 一ま とめ

　以上 の よ うに母語 口 頭能力テ ス トと保護者に対す るア ン ケー ト結果 か ら 、   A は

現在母語 をほ ぼ喪失 して い る と見 られ 、 日木語の み で 生活 して い る こ と、  父母 は

A と口本語 の み で 話 すが そ の 1」本語能 力は 限られ て い る こ と 、   家族の 中で母 語 と

日本語 の 両言語で
一
卜分な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の で き る人がい ない こ と、  父母 は 日

本語 の 読み 書 きが ほ とん どで きず、A は 母語がで きない こ とか ら、親子 の 問で 自出

に使 える共通 の 文字が な く、 親子 で木 を読ん だ り宿題を した りする こ とが難 しい こ

と、  父 は A に 母語を保持 して ほ しい と思 っ て い るが継続 的 ・
積極的努力を して い

ない こ と、が明 らかにな っ た、そ して こ の 結果は、A の 母語保 持 と日本語 の 伸長の

両面にお い て 、家庭で よい 言 語環境 を提 供する こ とがい か に難 しい か を表 して い る 。

6．4 家庭の 言語環境に つ い て の 補足 ：A と姉 との 違い

　こ こ で 、家庭 の 言語 環境の 補足 と して で あるが 、A と姉の 言 語環境の 相違に つ い

て 触れ る。 2 人 の 滞在月数 と家庭環境は 同 じで あるが、入国年齢 と学校で の 日本語

指導 の 形態にお い て 違い が あ る 。

　まず、入 国年齢に つ い て で あるが 、
A は満 5歳にな る直前、姉は満 12 歳にな っ

た 直後で あ っ た 。 在 N ベ トナ ム 人 年少者を対象 とす る山 口
・一二 三 （1998）で は 、

6歳前後に話 し こ とば の
、 10 歳前後に話 し こ とばに力冂えて 学習言語 を身に つ ける時

期が あるこ とを検証 して い る 。 こ の 結果 と照 らし合わせ る と、A は母語 の 話 しこ と

ば確立以 前に、姉は 学習言語 を身に っ ける時期以後に入 国 した こ とになる。
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　 　 　 　 　 　 　 　あ る幼少鰍 国瑁量を対彖 ど する縦断的事例研 究
一4年 ≠の ffPt語 指導 　言語 テ ス ト、言 語環 境1調 査か ら 一

！滑ノ〃恁理テ
：

　また 、姉 は週 に 1 時間だ けだ っ たが、入 国直後 か ら約 1 年母語話 者による 日本語

指導を受けて い た
13

。
A は人 国以来、

一
度も母語 による教育的支援を受けた こ とが

ない
。

　 こ の よ うに 、姉は 上記の 2点で 条件に恵まれ て い たた め、A ほ ど急 速 に 母語が衰

えるこ とはなく、 十分 とは 言えない が現在も母語を保持 し て い る もの と考えられ る 。

一
方 、A は母語 の 話 しこ とばが確 立 す る以前に入 国 し、入 国後 も母語 につ い て何 ら

教育的配慮 がな されなか っ た上に、家庭 で の 積極的な母語保持の た め の 努力もなさ

れ て い なか っ たた め
、 母語 をほ ぼ喪失 し て しま っ た と考え られる。

7 ．　 考察

7．1A の こ とばの カの 現況 と 「タ｝t＞レリミテ ッ ド／ヨ時的セミリンカ〉レ現象亅

　縦断 的な 日本語 指導 の 記述 と母語 口頭能力テ ス トの 結果か ら、A の 母語 と 日本語

の 力の 現況 をま とめ、「ダブル リミテ ッ ド／
一

時 的セ ミ リン ガル 現象」と照 らし合わ

せ てみ る。 まず 、 母語 口頭能カテ ス トの 結果か ら 、 A は現在母語 をほぼ喪失 して い

る と見 られ る。 次 に 日本語の 力に つ い て 、日本語指導の 実態か ら、「組み合わせ 指導

法」 をは じめ とする様 々 な試み を継続する こ とに よ り、A は最低 限の 読み書 きの 力

を獲得 し、教科学習に取 り組 める よ うに な っ た もの の
、 理解可能な 「自分の こ とば」

と教科 学習で 展 開 され る言語 表現 に隔 た りが あ り、「教科学習に必 要な思考を支え る

こ とばの 力 が未 だ育成 され て い ない 状態」 で あると筆者は捉 えて い る 。 そ して 、 A

の こ の よ うな状態は、Cummins （1978）の 言 う 「同年代 の 子 ども と比 べ て両言 語に

おい て 言語能力 が不十分で 第 1 の しきい に達 しない 場合」、つ ま り 「ダブル リミテ ッ

ド／
一

時的セ ミ リン ガル 現 象」 の
一

例 に概ね相 当する と考 え られ る。小 さい 子 ども

は綿 に水が しみ こ む よ うに言語 を吸収す る と考えがちだが、A の 場合、母語 を喪失

した 隙間に 日本語 がす っ と入 り 、 順調に 発達 して い くとい うわ けで はなか っ たの で

あ る 。

　Cummins （2000 ）で は、「セ ミ リン ガル 」 の 結論 と して 、
「セ ミ リン ガル に つ い て

の 議論に理論的な価値は な い が、セ ミ リン ガル を学問的に定義す るこ とがで きない

とい っ て 、現実の バ イ リンガル の 子 どもたちの 問題 が解決す るわ けで はない 。」とま

とめ られ て い る （Cummins 　2000：105）。 本稿の A の 事例 の よ うに、現実 として 、

そ の よ うな言語現 象の 状態にあ る と推定 され る子 どもが存在 して お り、今後も研究
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母語 ・継承語 ・ハ
「
イソンカル教育砌 H β丿研究　Volume 　3 《4ARCH 　2007 彡吻 紬

者 と現場 の 教師が 協力 して こ の 閙題 に対処 して行 くべ きで あろ う。

7．2　現段 階で 考え られ る要因

　次に、実態の 記 述 を通 じて 明らか に なっ た、現段 階で 、A の 「ダブル リミテ ッ ド

／
一

時的セ ミ リン ガル 現象」 の 状態 に関連する と考えられる要因を列記 する 、t

　  母語 の 話 し こ とばが確 立 す る前 の 年齢 （満 5歳に な る直前）に入 国 した こ と

　  入閏以 来母語を通 じて の 教育的攴援を
一

度 も受 けた こ とが ない こ と

　　 上記 の 2 点 は、 7歳年上の 姉 との 違い か ら明 らか になっ た点で ある 。

　  継続 的な 日本語 指導に お ける様 々 な試みは 、数字以外 の 読み 書きが全 くで き

　　 ず教室 で の 学習活動 の ほ とん どに 参加で きない とい う、A の 危機的な状況を

　　 克服す るこ とはで きたが 、
4 年 半を経て も学習の 困難 さを根本的に解消す る

　　 に は至 っ て い ない こ と

　  家庭 で母語 と 日本語の 両 面にお い て 良好な教育環境 を提供で きない こ と

　本稿の 研 究 目的の
一

つ は人 国年齢 と 「ダブル リミテ ッ ド／
一

時的セ ミリン ガル 現

象」 との 関連性 を考 える とい うこ とで あ っ た が 、以 上 の よ うに 、 A の 事例か ら、入

国年齢が
一

つ の 要 因に な り得る こ とが示 唆 され た ，

　 しか し、本稿は 実態の 記述を優先 した ため、こ の 入国年齢 とい う点も含 め、「ダブ

ル リミテ ッ ド／
一時的セ ミ リン ガル 現 象」 をめ ぐる諸 問題 に つ い て 、十分な分析 と

考察 には至 らなか っ た 。 筆者は 今後 も A の 日木語 指導を担当 し続 ける予定で あ り、

今後は稿 を改め て 分析 と考察に重点 を置 くこ と とし、その 成果を学習支援や家庭 へ

の 働きか けに つ い て の 示 唆を得 る こ とに 結び つ けたい と考え て い る 。

8 ．　 おわ りに

　こ れ まで 、A の 学習場面 に限 っ て記述 して きたが 、最後に 、学習以外で 見せ る A

の 様子 に つ い て 触れる 。 A はお となしい 性格 で 、人気者で は ない が仲間外れ に され

るこ ともなく、休み 時間も放課後も友だち と過ご して い る。
「天 才」 とい う漢字を勉

強 して い て 「ぼくは算数 の 天 才」 と言 っ た こ ともあるよ うに、自己 に対 し悲観的な

イ メ
ー ジ の み を抱い て い るわ けで もな い

。 小 2 まで は理 由が は っ き りしない 欠席 が

見 られ たが、小 3 以降は 風邪 な どの 他 、欠席は して い ない
。 小 3 は 教科学習にだん
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　 　 　 　 　 　 　 　 ある幼少顛 入副 冒童 を対象と
r
ず る縦齢 1事例研 究

一4 年≠の θ本 語 指導 　言 薺 テ ヌ ト、言 語 環姫齬 か ら 一∫滑ノ〃，蕾理 子

だ ん と参加 で きる よ うに な っ た時期で ある。今後は 、 こ の よ うな学習以外の 面に も

視野を広 げ、A の 成長の 過程を記述 して い きた い と考え る 。
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ダブル リミテ ッ ド／
一・

時的 セ ミ リン ガル 現象」に つ い て の よ り詳 しい 情報 は、中島 （2006）
　 と湯川 （2006）を参照。
：iA

が居住する 自治体で の 目本語指導は 母語話者が講師を担当す る こ とが望 ま し い とされ て

　 い るが、A の 母語の言語人 口 は少なく、同国 人の 講師あ るい は 口木人 で 母語話者の 講師が

　見っ か らなか っ たため、筆者が担 当す る こ とに なっ た。
4

こ の 「1 週間に計 4 時間まで 」 とい うの が、A が居住す る 自治体の教育委員会が 規定す る

　生徒 1 人 当た りの 日本語指導の 時間数 の 限度で あ る。なお、こ こ で 言 う小学校 の 「1 時間」

　 とは、止味 45 分間を ユ単位 と して い る。
5

記述 の も と とな っ たデー
タは、不定期に採取 し た取 り 出 し授業中の ビデオ撮影 と、 R本語

　指導で 取 り組 んだ作文や テ ス トな ど、お よ び 毎 回授業の 終了後にあ っ た こ とや気が つ い た

　 こ とを書き込 ん だ 4 年 半分 の 指導案 で あ る．
6

こ の 時点 で は文字 を見て 発 音で きる こ とを優先させ、書 くこ との 練習は線を書くこ とに慣

　れ る程度で 、書けるよ うになる こ とを重視 しなか っ た。
7

　「ぼ くはせんせ い 」 の 発案者は 実は A で ある。小 1 の 終 わ り頃 の あ る 日、A が ふ ざけて 筆

　者が座 る方の 席に座 り 「ぼくが読ん で あげる一と机上 に お い て あ っ た 単語 の 文字カ
ー

ドを

　い つ もよ り上 于に読 み上 げ始 めた。 こ れが こ の 活動の ヒ ン トとな っ た。
8

ただ し、この 時 A はまだ自分が 書：い た レ シ ピ 文を音読する こ とが で きなか っ た。
9A

が 居住す る 自治体 の 教育委員会で は 小学校 の 国語 の 教科書は光村図書を採用。
u）

都内 の 4 年制大学学部 4 年に在学す る 、20 代後半の女性。
日

カナ ダ日本語教育振興会 （2000 ）を参照 ，
lZH

本在住 の ベ トナ ム ・カ ン ボジア ・ラ オ ス 人 の 難民 の 家庭 で 6 歳以 上 の 子 どもを もつ 家庭

　を対象に 1992 年に行われた調査で、質問．文に母語訳がつ い て い るこ とか ら、こ の 調 査の

　枠組みを援用 し た。
］：i

そ の 母語 話者講師が遠 くか ら通勤 して い たた め都合が つ か なくなり、ま た 、こ の 時点で 姉

　は概ね 日木語だけ で や り と り が で き る よ うに な っ た との 判断か ら、筆者が引き継 ぐこ とに

　 な っ た。

一 74一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


